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築
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め
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「
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ロ
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」
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●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

□ �新型コロナウイルスに感染して
も大丈夫？

□ �入院は１日目から補償される？

□ 医療法人の職員も加入できる？

□ �保険料は経費で落とせる？�
（法人加入の場合）

・�団体所得補償保険は、病気やケガで働けない期間の収
入を補償する保険です。

・�保険金額は、平均月間所得額の範囲内となるよう設定
していただきます。

・�補償の内容、保険金額の設定の詳細等はパンフレット
でご確認ください。

お問い合わせ先：北海道保険医会 TEL ０１１-２３１-６２８１

団体所得補償保険が
� まとめて解決します！

こんな不安ありませんか?

団体割引団体割引

１５１５％％

　

コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
す
る
こ

と
な
く
世
界
で
感
染
者
が
増

加
し
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
罹

患
し
た
。
一
方
、
本
邦
で
は

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
繰
り
広
げ
ら
れ
規
制
解
除

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
東
京
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
・

競
歩
の
札
幌
開
催
に
向
け
て

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
▼
ス
モ
ー
ク
フ
リ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
掲
げ

る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
意
向
を
受
け
た

改
正
健
康
増
進
法
が
本
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
。
札
幌
市

は
、
さ
っ
ぽ
ろ
受
動
喫
煙
防

止
宣
言
を
発
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
本
年
５
月
に
利
用
が
始

ま
っ
た
道
議
会
新
庁
舎
に
喫

煙
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
自

民
党
会
派
が
強
引
に
決
め
よ

う
と
し
て
い
る
▼
反
対
運
動

が
起
こ
り
議
長
は
結
論
を
先

送
り
に
し
て
い
る
が
、
最
近

に
な
り
一
部
の
議
員
が
同
法

に
違
反
し
て
喫
煙
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。喫
煙
・
受

動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
の

な
い
社
会
を
目
指
す
た
め
、

喫
煙
専
用
室
の
問
題
に
ど
う

立
ち
向
か
う
か
は
難
問
で
あ

る
▼
タ
バ
コ
の
歴
史
や
法
律
、

税
金
等
を
考
慮
す
る
と
、
吸

わ
な
い
人
が
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
の
人
を
責
め
立
て
る
だ
け

で
は
対
立
を
深
め
る
結
果
に

終
わ
る
だ
け
で
あ
る
。
依
存

症
は
一
人
で
治
す
こ
と
が
難

し
い
病
気
、
社
会
全
体
の
知

識
と
理
解
と
支
援
の
姿
勢
が

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。�（
道
）

国
民
・
医
療
現
場
を
考
慮
し
た
政
策
を

　
厚
労
省
は
９
月
４
日
、
発
熱
等
患
者
へ
の
対
応
を
従
来
の
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
主
と
し
て
か
か

り
つ
け
医
に
電
話
対
応
と
発
熱
患
者
受
け
入
れ
を
求
め
る
方
針
を
公
表
し
た
。
判
断
に
迷
う
場
合
は
、
保
健
所

が
新
た
に
設
置
す
る
「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
対
応
す
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

拡
大
が
予
想
さ
れ
る
中
、
医
療
機
関
が
逼
迫
・
困
窮
し
な
い
よ
う
な
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

札
幌
市
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、
抗
原

検
査
に
つ
い
て
11
月
１
日
か

ら
最
大
受
け
入
れ
数
を
３
９

０
０
件
／
日
と
目
標
を
設
定

し
、
発
熱
者
の
診
療
や
検
査

を
行
う
「
発
熱
外
来
」
協
力

医
療
機
関
を
市
内
全
10
区
４

０
０
箇
所
募
集
す
る
と
発
表

し
た
。
し
か
し
、
９
月
14
日

か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
説
明
会
で
は
「
発
熱

外
来
」
の
対
象
患
者
を
「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

19
疑
い
例
以
外

の
患
者
」
と
し
て
お
り
、
方

針
に
矛
盾
は
な
い
の
か
疑
問

が
残
る
。市
外
に
お
け
る「
発

熱
外
来
」
の
対
象
者
は
、「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−
19
が
疑
わ
れ
る

患
者
の
検
査
や
診
療
」
と
さ

れ
、
近
隣
医
療
機
関
と
の
連

携
で
矛
盾
に
伴
う
混
乱
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
釧
路
医
療
圏
で
は

２
次
医
療
機
関
が
持
ち
回
り

で
発
熱
外
来
を
行
い
、
感
染

確
定
患
者
に
対
応
す
る
感
染

症
指
定
医
療
機
関
は
市
立
釧

路
総
合
病
院
の
み
分
担
と
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
地
域
で
も
明
確
な
体
制
が

築
か
れ
て
お
り
、札
幌
の
よ
う

に
病
院
の
実
名
を
公
表
し
な

い
や
り
方
は
不
安
が
残
る
。

　

東
京
都
は
、
９
月
上
旬
時

点
で
既
に
発
熱
に
関
し
て
は

か
か
り
つ
け
医
が
発
熱
患
者

に
対
応
を
し
て
い
る
。
独
自

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
電
話
受

付
体
制
を
強
化
し
４
カ
国
語

（
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

日
本
語
）で
対
応
し
て
い
る
。

札
幌
市
の
場
合
は
＃
７
１
１

９
で
対
応
し
て
い
る
職
員
は

９
月
時
点
で
１
日
３
～
４
名

程
度
、
電
話
は
３
回
線
の
み

で
あ
る
。
相
談
件
数
は
平
日

に
２
０
０
件
強
、
休
日
は
４

０
０
件
に
達
し
、
対
応
に
困

っ
た
医
療
施
設
か
ら
の
電
話

も
多
数
あ
る
と
言
う
。
札
幌

市
の
説
明
会
当
日
配
布
資
料

に
お
い
て
も
、
診
療
所
や
病

院
の
半
数
は
発
熱
患
者
に
対

応
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

一
日
３
０
０
０
件
を
超
す
患

者
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
診
療
所
を
サ
ポ
ー
ト

す
る「
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
窓
口
体
制
の
整
備
が
急
が

れ
る
。

　

迅
速
抗
原
検
査
が
陽
性
の

場
合
、
保
健
所
は
入
院
対
応

も
し
く
は
自
宅
待
機
を
患
者

に
指
示
し
て
き
た
が
、
先
の

説
明
会
で
は
入
院
す
る
ま
で

の
患
者
対
応
の
責
任
の
所
在

に
関
す
る
質
問
に
回
答
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
抗
原
検

査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
な

い
医
療
機
関
が
発
熱
患
者
の

入
院
が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
、
受
け
入
れ
可
能
な
医
療

機
関
を
探
し
出
しDr to Dr 

で
受
け
入
れ
を
要
請
す
る
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

保
健
所
は
介
入
し
な
い
と
い

う
。
抗
原
検
査
が
陰
性
で
あ

っ
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
１
０
０
％
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、
発
熱

患
者
の
受
け
入
れ
が
難
し
い

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ

う
。札
幌
市
で
は
、発
熱
関
連

で
入
院
治
療
を
要
す
る
と
判

断
し
た
患
者
の
受
け
入
れ
を

拒
む
医
療
機
関
が
多
発
し
、

医
療
現
場
は
困
窮
し
て
い

る
。ま
た
、抗
原
検
査
を
行
っ

て
陽
性
と
判
明
し
た
患
者
は
、

タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機
関

地
域
ご
と
に
違
う

地
域
ご
と
に
違
う

発
熱
対
応

発
熱
対
応

相
談
窓
口
の
脆
弱
性

相
談
窓
口
の
脆
弱
性

発
熱
難
民

発
熱
難
民

発
生
の
危
惧

発
生
の
危
惧

が
利
用
で
き
な
い
た
め
自
家

用
車
・
救
急
車
以
外
で
の
搬

送
は
困
難
で
あ
る
。
入
院
設

備
を
持
た
な
い
診
療
所
は
、

抗
原
検
査
を
行
わ
な
い
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
、と
い
う

質
問
に
も
保
健
所
か
ら
納
得

で
き
る
回
答
は
な
か
っ
た
。

　

運
転
席
と
後
部
座
席
を
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
離
し
、

後
部
座
席
ス
ペ
ー
ス
を
陰
圧

に
し
た
車
両
が
開
発
さ
れ
、

既
に
医
療
機
関
か
ら
他
の
医

療
機
関
へ
の
搬
送
に
使
用
さ

れ
て
い
る
が
ま
だ
広
く
普
及

し
て
い
な
い
。
札
幌
市
で
行

わ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ

ー
で
は
こ
れ
ら
の
自
動
車
が

活
躍
し
て
い
た
が
、
我
々
一

般
診
療
医
が
使
用
す
る
方
法

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

車
両
を
増
産
し
軽
症
例
の
安

全
な
搬
送
体
制
を
公
費
で
賄

い
、
自
宅
へ
の
搬
送
に
も
適

用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

医
療
機
関
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

−

19
へ
の
対
応
に
よ
り
疲

弊
し
、
減
収
に
よ
る
出
口
の

見
え
な
い
経
営
難
と
医
療
崩

壊
に
苦
し
ん
で
い
る
。
特
に

耳
鼻
科
・
小
児
科
は
30
％
程

度
の
顕
著
な
収
入
減
が
み
ら

れ
る（
保
団
連
調
査
）。
長
年

経
営
難
に
も
配
慮
を

経
営
難
に
も
配
慮
を

に
渡
る
全
国
の
保
健
所
や
衛

生
研
究
所
の
規
模
縮
小
、
新

興
・
再
興
感
染
症
へ
の
備
え

を
長
期
間
怠
っ
て
き
た
こ
と

へ
の
反
省
は
全
く
見
ら
れ
な

い
。
先
の
医
療
機
関
統
廃
合

問
題
で
は
、
感
染
対
策
の
文

言
は
皆
無
だ
っ
た
。
保
健
衛

生
行
政
の
充
実
な
く
し
て
医

療
機
関
の
負
担
軽
減
は
あ
り

得
な
い
。さ
ら
に
、医
療
費
抑

制
策
と
患
者
負
担
増
・
給
付

削
減
を
断
行
し
よ
う
と
す
る

骨
太
の
方
針
は
、
辛
う
じ
て

何
と
か
持
ち
堪
え
て
い
る
医

療
提
供
体
制
と
国
民
生
活
を

崩
壊
に
導
く
こ
と
に
な
る
。

　

本
会
は
、
９
月
30
日
、
鈴

木
北
海
道
知
事
な
ら
び
に
道

内
１
７
９
市
町
村
へ
「
す
べ

て
の
医
科
歯
科
医
療
機
関
に

対
す
る
給
付
金
等
の
財
政
措

置
を
求
め
る
要
請
書
」
を
提

出
し
た
。

　

要
請
書
で
は
、
本
会
が
先

に
行
っ
た
緊
急
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
医
療
経
営
へ
の
影
響
は
、

医
科
歯
科
と
も
に
大
変
深
刻

で
さ
ら
な
る
緊
急
的
な
支
援

の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ

た
こ
と
を
報
告
。
さ
ら
に
、

今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え
、

患
者
・
住
民
へ
の
医
療
提
供
、

健
康
確
保
の
役
割
を
継
続
し

て
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
も
、

す
べ
て
の
医
科
・
歯
科
医
療

機
関
に
対
す
る
道
・
市
町
村

独
自
の
給
付
金
等
の
支
援
策

が
必
要
と
し
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
等
を
活
用
し
た
支

援
を
求
め
た
。
要
請
項
目
は

①
す
べ
て
の
医
科
・
歯
科
医

療
機
関
に
対
し
て
、支
援
金
、

給
付
金
等
に
よ
る
減
収
補
填

策
を
講
じ
る
こ
と
。
融
資
の

返
済
猶
予
、
家
賃
・
人
件
費

の
補
助
な
ど
の
財
政
措
置
を

講
じ
る
こ
と
②
国
に
対
し
て
、

医
療
機
関
が
経
営
破
綻
を
起

こ
さ
ず
、
日
常
診
療
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
、
減
収
補
填

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
こ

と
③
受
診
控
え
に
よ
る
住
民

の
健
康
悪
化
や
重
症
化
を
防

止
す
る
た
め
、
住
民
に
対
し

て
、
安
心
し
て
受
診
す
る
よ

う
積
極
的
に
広
報
す
る
こ
と

④
感
染
予
防
の
た
め
の
医
療

用
マ
ス
ク
、
消
毒
薬
等
の
衛

生
材
料
を
確
保
し
、
不
足
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
迅

速
・
確
実
に
供
給
す
る
こ
と

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
で
収
入
が
減
少
し
て
い

る
住
民
に
受
診
抑
制
が
生
じ

な
い
よ
う
、
医
療
費
助
成
や

国
民
健
康
保
険
の
減
免
措
置

を
講
じ
る
こ
と
、
以
上
の
５

点
に
つ
い
て
支
援
要
請
し
た
。

道、市町村に支援要請

医療提供体制維持のために医療提供体制維持のために

混
迷
す
る「
発
熱
外
来
」

混
迷
す
る「
発
熱
外
来
」

北
海
道
知
事
宛
の
要
請
書
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日
本
の
医
療
費
財
政
は
、

高
額
医
療
の
増
加
や
高
齢

者
の
自
然
増
に
よ
り
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

国
は
各
都
道
府
県
に
地
域

医
療
構
想
を
策
定
さ
せ
入

院
医
療
提
供
体
制
の
見
直

し
を
図
る
と
と
も
に
、
外

来
医
療
計
画
に
よ
り
外
来

医
療
に
も
制
限
を
加
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

北
海
道
は
平
成
28
年
２

月
に
北
海
道
地
域
医
療
構

想
を
策
定
し
、
平
成
30
年

９
月
に
は
北
海
道
医
師
会

も
参
加
す
る
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
協
議
会
と
北

海
道
総
合
保
健
医
療
協
議

会
が
始
動
し
た
。
厚
労
省

か
ら
も
、
今
年
１
月
に
４

２
４
の
公
立
・
公
的
病
院

の
再
編
統
合
の
再
検
証
が

提
起
さ
れ
、８
月
に
は
、地

域
医
療
構
想
の
実
現
に
向

け
た
重
点
支
援
区
域
と
し

て
、
北
海
道
の
南
空
知
区

域
（
岩
見
沢
市
立
総
合
病

院
、道
中
央
労
災
病
院
）と

南
檜
山
区
域
（
道
立
江
差

病
院
、
厚
沢
部
町
国
保
病

院
な
ど
６
医
療
機
関
）
が

選
定
さ
れ
た
。今
後
、国
に

よ
る
助
言
や
集
中
的
な
支

援
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　

地
域
医
療
構
想
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
た
調
整
会
議

は
、
医
療
機
関
の
機
能
の

相
互
連
携
を
謳
っ
て
い
る

が
、
実
態
は
医
療
機
関
の

機
能
分
化
、
病
床
の
削
減

に
よ
る
医
療
費
抑
制
が
本

来
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。 

当
初
よ
り
急
性
期
病
床
の

縮
小
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
こ
こ
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
た
。
今
、
医
療
機

関
は
経
費
の
増
加
と
収
入

の
減
少
で
経
営
の
危
機
に

瀕
し
て
お
り
、
す
で
に
地

域
か
ら
消
滅
す
る
医
療
機

関
も
出
始
め
、
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
の

受
け
入
れ
確
保
に
も
混
乱

を
極
め
た
経
験
か
ら
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
の
医
療

提
供
の
在
り
方
が
あ
ら
た

め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

　

診
療
体
制
の
専
門
化
、

特
化
な
ど
が
進
ん
だ
結 

果
、
初
期
の
急
性
疾
患
に

対
応
可
能
な
医
師
や
医
療

機
関
が
減
少
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
、
発
熱
患
者

を
診
療
す
る
医
療
機
関
と

し
な
い
医
療
機
関
に
は
っ

き
り
と
分
か
れ
た
。
医
療

情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対

応
で
き
な
い
医
療
機
関
の

ふ
る
い
落
と
し
も
心
配
さ

れ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

か
つ
て
急
速
に
消
失
し
た

有
床
診
療
所
の
よ
う
に
、

地
域
の
医
療
需
要
と
は
無

関
係
に
医
療
機
関
が
消
滅

し
か
ね
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
ど
の
よ
う
に
医
療

体
制
を
維
持
し
地
域
医
療

を
支
え
て
い
く
の
か
、
新

た
な
医
療
提
供
体
制
の
た

め
の
議
論
が
急
が
れ
る
。

新
た
な
医
療
提
供
体
制
の

　
　
　
　
構
築
を
求
め
る

新
た
な
コ
ロ
ナ
対
策
体
制
整
備
を
通
知

新
た
な
コ
ロ
ナ
対
策
体
制
整
備
を
通
知

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備
え

　
９
月
４
日
・
15
日
、
厚
労
省
は
11
月
以
降
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備
え
た
体
制
整
備
に
関
す
る
複
数
の

事
務
連
絡
を
都
道
府
県
宛
に
発
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
発
熱
患
者
等
が
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
地
域
で
身
近
な
医
療
機
関
等
に
相
談
・
受
診
し
、
必
要
に
応
じ

て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
に
つ
い
て
10
月
中
を
目
途
に
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
11
月
以
降
、
今
ま

で
保
健
所
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
一
般
開
業
医
等
が
担
う
こ
と
と
な
る
。
体
制
整
備
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
も
地
域
に
よ
り
差
が
あ
り
、
具
体
化
す
る
こ
と
で
地
域
医
療
に
新
た
な
混
乱
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
な
運
用
が
望
ま
れ
る
。

　

事
務
連
絡
の
冒
頭
で
は

「
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
患

者
に
対
し
て
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

19
を
臨
床
的
に
鑑
別
す
る

こ
と
は
困
難
」
で
あ
る
こ
と

に
触
れ
、「
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
、
多
く
の
医
療
機
関
で

発
熱
患
者
等
を
相
談
・
診
療
・

検
査
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
」を
要
望
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
「
一
つ
の
医
療
機

関
や
相
談
窓
口
に
殺
到
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
熱
患

者
等
が
電
話
等
で
相
談
を
行

い
、
看
護
職
員
等
が
適
切
な

医
療
機
関
を
案
内
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
内
で
の
感
染
対

策
や
受
診
に
あ
た
っ
て
の
留

意
事
項
な
ど
の
指
導
を
行
え

る
相
談
体
制
を
整
備
し
た
医

療
機
関
を
指
定
し
、
速
や
か

に
増
や
す
こ
と
」
も
求
め
て

い
る
。

　

現
行
の
「
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
こ
れ

ま
で
の
役
割
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
名
称
を
「
受
診
・

相
談
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
に

改
め
、
発
熱
患
者
等
が
相
談

発
熱
患
者
等
の　
　

発
熱
患
者
等
の　
　

相
談
窓
口
を
拡
充　

相
談
窓
口
を
拡
充　

相
談
窓
口
を　
　
　

相
談
窓
口
を　
　
　

４
つ
に
区
分　
　
　

４
つ
に
区
分　
　
　

す
る
医
療
機
関
に
迷
っ
た
場

合
の
相
談
先
と
し
体
制
を
維

持
・
確
保
す
る
こ
と
と
し
て

い
る   

図  

。

　

ま
た
、事
務
連
絡
で
は「
地

域
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
担

っ
て
い
る
診
療
所
等
と
の
調

整
を
行
い
、
多
く
の
医
療
機

関
で
相
談
か
ら
診
療
・
検
査

ま
で
の
一
連
の
対
応
を
一
つ

の
医
療
機
関
で
実
施
可
能
な

体
制
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
し
、
発
熱
患
者
等
の

相
談
窓
口
と
し
て
「
か
か
り

つ
け
医
」、「
発
熱
患
者
等
の

相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
る

医
療
機
関
」、「
診
療
・
検
査

医
療
機
関
（
仮
称
）」
を
挙
げ

て
い
る
。

　

発
熱
等
の
症
状
が
生
じ
た

患
者
が
、
か
か
り
つ
け
医
等

の
地
域
の
身
近
な
医
療
機
関

に
ま
ず
は
電
話
相
談
を
行 

い
、当
該
医
療
機
関
も
含
め
、

診
療
可
能
な
医
療
機
関
を
案

内
す
る
。

　

一
方
「
発
熱
患
者
等
の
相

談
体
制
を
整
備
し
て
い
る
医

療
機
関
」
と
し
て
指
定
さ
れ

た
医
療
機
関
の
う
ち「
受
診
・

相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、
セ
ン
タ
ー
の
代

理
機
能
と
し
て
、
地
域
の
発

熱
患
者
等
の
土
日
祝
日
や
夜

間
の
電
話
相
談
業
務
を
行
う

医
療
機
関
」
に
つ
い
て
も
指

定
要
件
等
が
具
体
的
に
示
さ

れ
て
お
り
、
当
該
医
療
機
関

に
対
し
て
は
、
電
話
相
談
業

務
に
要
す
る
実
績
の
補
助
が

行
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
当
該
医
療
機
関

数
に
つ
い
て
は
上
限
が
あ
り
、

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
１
カ

所
あ
た
り
３
医
療
機
関
ま
で

と
さ
れ
て
い
る
。
10
月
７
日

現
在
、
道
内
で
は
31
の
帰
国

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
最
大

93
医
療
機
関
の
指
定
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

　
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」

と
は
「
既
存
の
帰
国
者
・
接

触
者
外
来
等
も
含
め
、
発
熱

患
者
等
の
診
療
又
は
検
査
を

行
う
医
療
機
関
」
で
あ
り
、

都
道
府
県
が
指
定
を
行
う
。

ま
た
指
定
を
行
う
た
め
の
要

件
や
施
設
要
件
等
も
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
医
療
機
関
に
対
し
て
は

「
必
要
な
個
人
防
護
具（
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
、
長
袖
ガ
ウ
ン
、

手
袋
）
が
行
き
渡
る
よ
う
、

国
か
ら
の
配
布
を
行
う
予
定
」

と
し
て
、
併
せ
て
診
療
・
検

査
体
制
確
保
に
要
す
る
費
用

の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
も
示
さ
れ
て
い
る
（
※
）。

　

事
務
連
絡
で
は
医
療
機
関

に
お
け
る
感
染
管
理
に
も
触

れ
「
医
療
機
関
の
駐
車
場
に

お
い
て
患
者
が
自
家
用
車
に

乗
っ
た
状
態
で
診
療
・
検
査

を
行
う
」
こ
と
や
、「
診
療
室

で
は
な
く
駐
車
場
等
の
医
療

機
関
の
敷
地
内
で
、
必
要
に

応
じ
て
プ
レ
ハ
ブ
や
簡
易
テ

ン
ト
を
設
置
し
た
上
で
、
診

療
・
検
査
を
行
う
」こ
と
を
検

討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
「
今
冬
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
優

先
順
位
に
関
す
る
事
務
連 

絡
」（
９
月
11
日
）
も
発
出
し

土
日
祝
日
等
の　
　

土
日
祝
日
等
の　
　

相
談
窓
口
を
設
置　

相
談
窓
口
を
設
置　

「「
診
療・検
査
医
療
機
関

診
療・検
査
医
療
機
関
」」

に
は
国
の
支
援

に
は
国
の
支
援  　
　
　

　
　
　

駐
車
場
で
の
診
療
を

駐
車
場
で
の
診
療
を

検
討　
　
　
　
　
　

検
討　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
優
先
的
な
接
種
対
象
者

の
優
先
的
な
接
種
対
象
者

て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
則
と

し
て
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
定
期
接
種
対
象
者
（
65
歳

以
上
の
高
齢
者
や
、
60
歳
か

ら
65
歳
未
満
の
慢
性
高
度

心
・
腎
・
呼
吸
器
機
能
不
全

者
等
）
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
希
望
者
は

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
始

さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
人
は
、

10
月
26
日
（
月
）
ま
で
接
種

を
待
つ
よ
う
国
民
に
呼
び
か

け
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、

日
本
小
児
科
医
会
は
、
小
児

へ
の
接
種
先
送
り
に
つ
い
て

は
、
乳
幼
児
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
脳
症
の
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
群
で

あ
り
、
優
先
順
位
は
高
い
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

以
上
が
通
知
で
示
さ
れ
た

新
た
な
体
制
整
備
の
概
要
で

あ
る
。

　

な
お
、
９
月
29
日
付
け
で

厚
労
省
よ
り
「
令
和
２
年
度

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に

お
け
る
発
熱
外
来
診
療
体
制

確
保
支
援
補
助
金
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」
も
発
出
さ
れ
て
お

り
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た 

い
。

（
※
）「
令
和
２
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
お
け
る
発
熱
外
来
診
療
体
制
確
保
支
援
補
助
金
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
備
え

た
発
熱
患
者
の
外
来
診
療・検
査
体
制
確
保
事
業
）
の
交
付
に
つ
い
て
」（
厚
労
省・９
月
15
日
）
発
出
通
知
か
ら：都
道
府
県
か
ら
「
診

療
・
検
査
医
療
機
関
（
仮
称
）」
の
指
定
を
受
け
て
、
発
熱
患
者
等
の
診
療
を
行
う
場
合
、
１
日
に
約
26
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
金

が
交
付
さ
れ
必
要
な
個
人
防
護
具
は
、
国
か
ら
配
布
す
る
予
定
と
さ
れ
、
同
時
に
市
場
購
入
し
た
検
査
キ
ッ
ト
の
費
用
に
つ
い
て
補
助

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
１
カ
所
あ
た
り
３
医
療
機
関
ま
で
を

対
象
に
、
発
熱
患
者
等
の
土
日
祝
日
や
夜
間
の
電
話
相
談
業
務
を
行
う
「
発
熱
患
者
の
電
話
相
談
体
制
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
も
最
大

１
０
０
万
円
ま
で
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

 図  厚労省資料より（厚労省が想定する相談・受診の流れ）
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以
前
な
ら
趣
味
は
と
問
わ

れ
れ
ば
ス
イ
ム
、バ
イ
ク（
自

転
車
）、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
す
な

わ
ち
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
か

登
山
と
か
答
え
て
い
た
で
し

ょ
う
。
４
年
程
前
に
体
調
不

良
を
感
じ
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
症
、
冠
動
脈
石
灰
化
等

が
明
ら
か
に
な
り
服
薬
を
開

始
、
そ
の
後
も
腰
痛
、
膝
痛

な
ど
一
気
に
ガ
タ
が
き
ま
し

た
。
体
力
だ
け
が
取
り
柄
と

思
っ
て
い
た
の
で
些
か
へ
こ

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
折
り
、
市
の
広
報
の
ケ
ー

ナ
教
室
の
知
ら
せ
を
た
ま
た

ま
妻
が
見
つ
け
、
ウ
イ
ー
ク

デ
ー
の
昼
で
し
た
が
ち
ょ
う

ど
仕
事
の
な
い
日
な
の
で
行

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。

　

ケ
ー
ナ
は
、
40
セ
ン
チ
弱

の
縦
笛
で
南
米
ア
ン
デ
ス
地

方
の
民
族
楽
器
。
素
材
は
古

く
は
葦
、
今
は
竹
製
や
木
製

が
多
い
よ
う
で
す
。
表
に
６

個
、
裏
に
１
個
の
穴
が
あ
り

上
端
に
歌
口
と
言
わ
れ
る
切

込
み
が
あ
る
だ
け
の
簡
素
な

構
造
で
日
本
の
尺
八
に
似
て

い
ま
す
。
軽
い
、
小
さ
い
、

比
較
的
安
い
（
１
万
円
で
し

た
）、し
か
も
手
入
れ
保
管
が

簡
単
な
の
で
不
精
な
私
に
は

向
い
て
い
ま
す
。
サ
イ
モ
ン

と
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
で
有
名

な
『
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行

く
』
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
日
は
音

を
出
す
の
に
一
苦
労
、
唇
の

形
、
息
を
吹
き
か
け
る
角
度

を
い
ろ
い
ろ
変
え
ま
す
が
、

出
な
い
。
フ
ー
フ
ー
や
り
す

ぎ
る
と
過
換
気
症
候
群
に
な

り
ま
す
と
注
意
を
受
け
ま
し

た
。
や
っ
と
音
が
出
て
も
、

長
く
維
持
さ
せ
る
ロ
ン
グ
ト

ー
ン
の
練
習
で
は
５
秒
く
ら

い
で
息
が
切
れ
る
。
経
験
者

の
ご
婦
人
が
30
秒
も
続
く
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
何
回
か
通
っ
て
い
る
う
ち

に
簡
単
な
曲
が
吹
け
る
よ
う

に
な
り
、
今
、
始
め
て
か
ら

２
年
半
。
ま
だ
人
前
で
披
露

す
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
以
外

に
も
ジ
ブ
リ
や
、ポ
ッ
プ
ス
、

演
歌
等
に
挑
戦
し
ひ
と
り
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
演
奏

を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

澄
ん
だ
音
も
良
い
の
で
す
が
、

少
し
雑
味
の
あ
る
、
風
が
吹

い
て
い
る
よ
う
な
哀
愁
を
帯

び
た
音
が
良
い
。「
曲
の
イ
メ

ー
ジ
を
捉
え
て
、音
を
作
り
、

歌
う
よ
う
に
吹
く
」。先
生
の

教
え
で
す
。
少
し
で
も
近
づ

き
た
い
で
す
。
か
ね
が
ね
楽

器
が
で
き
れ
ば
人
生
豊
か
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ケ
ー
ナ
と
出
会
え
た

偶
然
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　　

今
回
は
私
の
広
く
浅
い
趣

味
の
中
か
ら
、
コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
と
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い

て
書
き
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
が
発

足
し
た
時
、
私
は
大
学
生
で

し
た
。
札
幌
に
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
が
で
き
る
と
は
驚

き
で
し
た
。
小
学
生
の
頃
か

ら
野
球
に
興
味
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
と
い
え
ば
プ
ロ

野
球
。
歯
科
医
師
に
な
り
、

札
幌
ド
ー
ム
が
で
き
た
頃
、

初
め
て
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
試

合
を
観
戦
し
ま
し
た
が
、
そ

の
頃
は
趣
味
と
言
え
る
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
０
６
年
の
年
末
、
天

皇
杯
準
々
決
勝
。
コ
ン
サ
ド

ー
レ
札
幌
対
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
の
試
合
が
仙
台
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の

強
豪
校
出
身
で
、
サ
ッ
カ
ー

好
き
の
妻
と
軽
い
気
持
ち
で

仙
台
へ
。
結
果
は
２
対
０
。

勝
っ
た
の
は
コ
ン
サ
ド
ー

レ
。
勝
利
の
爽
快
感
と
鮮
や

か
な
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
。
こ
の

試
合
が
き
っ
か
け
で
、
す
っ

か
り
コ
ン
サ
ド
ー
レ
に
は
ま

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
千

葉
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
日

帰
り
で
関
東
一
円
の
サ
ッ
カ

ー
場
、
遠
く
は
新
潟
、
岐
阜

ま
で
出
か
け
て
、
観
戦
し
た

試
合
は
約
２
０
０
試
合
に
な

り
ま
し
た
。
父
の
歯
科
医
院

を
継
承
し
て
か
ら
は
、
ホ
ー

ム
の
試
合
し
か
観
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ア
ウ

ェ
イ
の
試
合
も
ま
た
行
っ
て

み
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
趣
味
、

ド
ラ
イ
ブ
。
車
を
運
転
し
て

行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
に

行
く
の
が
と
て
も
好
き
で
す
。 

30
代
の
頃
住
ん
で
い
た
千
葉

県
松
戸
か
ら
、
高
速
道
と
フ

ェ
リ
ー
を
乗
り
継
ぎ
、
実
家

の
あ
る
北
海
道
長
沼
ま
で
一

日
で
運
転
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
17
時
間
半
、
１
０

２
０
キ
ロ
で
疲
れ
ま
し
た
が
、

か
な
り
の
満
足
感
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
と
、

小
さ
い
頃
、
父
の
車
で
道
内

を
家
族
で
旅
し
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。
北
海
道
に
い
る

今
、
今
度
は
自
分
の
運
転
で

道
内
各
地
、
行
っ
た
こ
と
の

な
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
み
た

い
で
す
。
車
内
に
は
90
年
代

の
Ｊ
ポ
ッ
プ
を
流
す
の
も
い

い
な
。

　

良
い
仕
事
を
し
続
け
る
た

め
に
も
趣
味
を
楽
し
む
こ
と

は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
２
つ

の
趣
味
を
楽
し
み
、
仕
事
を

で
き
る
だ
け
長
く
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ
ー
ナ
と
の
出
会
い

ケ
ー
ナ
と
の
出
会
い

札
幌
支
部　
勤
医
協
伏
古
10
条
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤　
幸
文

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と  

　
　
　
　
　
　
ド
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
ド
ラ
イ
ブ

長
沼
町　
土
岐
歯
科
医
院　
　
　
　
　

土
岐　
成
則

　

本
会
は
、
９
月
23
日
付
で

本
年
７
・８
月
実
施
し
た「
医

療
経
営
に
関
す
る
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
を
北

海
道
選
出
の
衆
参
国
会
議
員

に
送
付
し
た
。

　

本
調
査
結
果
か
ら
は
、
前

年
同
期
間
と
比
較
し
て
減
収

に
陥
っ
た
病
院
が
８
割
を
超

え
、
今
後
の
経
営
見
通
し
に

つ
い
て
「
厳
し
い
」「
支
援
な

け
れ
ば
困
難
」
な
ど
経
営
不

安
を
訴
え
る
声
が
７
割
を
超

え
る
な
ど
、
深
刻
化
す
る
経

営
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
る
経
済
的
困
難
は
、
医
療

関
係
に
限
っ
た
も
の
で
な
く

地
域
産
業
全
体
の
問
題
で
あ

る
が
、
地
域
の
医
療
を
支
え

て
い
る
医
療
機
関
の
公
共
的

な
役
割
を
考
え
る
と
、
地
域

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
医
療
体
制
の
維
持
の
た
め

に
、
国
と
し
て
減
収
等
に
苦

し
む
医
療
機
関
へ
の
財
政
支

援
、
経
営
支
援
策
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
政
党
会
派
を
問

わ
ず
積
極
的
に
国
会
議
員
に

医
療
現
場
の
窮
状
を
訴
え
て

い
く
。

時
国
会
会
期
中
で
の
提
出
と

し
、
取
り
組
み
を
延
長
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

新
た
に
患
者
さ
ん
が
楽
し
み

な
が
ら
医
療
制
度
改
悪
の
動

き
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
啓

発
用
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
「
ク
イ

ズ
で
考
え
る　

私
た
ち
の
医

療
」
も
作
成
し
ま
し
た
。
併

せ
て
ご
活
用
い
た
だ
き
署
名

集
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

署
名
用
紙
等
が
不
足
の
場

合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
頂

け
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

当
初
、
通
常
国
会
の
会
期

末
ま
で
の
提
出
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
間
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
、
臨

郵 便 は が き

2021年3月8日（当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合会
「クイズで考える私たちの医療」係行

接遇･電話対応マナー講座接遇･電話対応マナー講座
　毎年多数の申込みがあり大変好評な接遇・電話対
応マナー講座を開催します！コロナ感染対策で、例
年の定員を大幅に削減して開催しますので、お早め
にお申込み下さい。

 日 時  11月28日（土） 15時 〜 18時（３時間）
 場 所  � プラニスホール�

 （札幌市中央区北5西2 エスタ11階 JR札幌駅直結）

 講 師  �矢 川　美 惠 子 氏�
（ANAビジネスソリューション株式会社）

 定 員  70名（先着順）
 参加費  �会　員の医療機関：一人 1,000 円�

未入会の医療機関：一人 4,000 円

医 科

●日　時：�11月16日（月） 
19時～20時30分（延長あり）

●場　所：オンライン開催
●講　師：川井 貴裕 氏（千葉県保険医協会 主任）
●対　象：医科会員・スタッフ
●定　員：80名（先着順）
●参加費：無料

WEB 保険診療セミナーWEB 保険診療セミナー 開業医のための実務セミナー
労務管理編　保険診療・請求事務対策として例年開催している本セ

ミナーを、オンラインで開催します！今回は、「保険診
療の手引」の編集に携わった千葉県保険医協会の川井氏
を講師にお迎えし、窓口業務・保険請求の押さえておき
たいポイントや基礎知識を中心に解説いただきます。

　コロナ禍で変わる労務管理と助成金・改正労働法
から見える社会の在り方についてお話いただき、今
何をしなければならないのか、詳しく解説します。

【日　時】　11月15日（日）　10時30分～12時
【場　所】　オンライン開催
【講　師】　�田中　猛　氏�

（e-労務事務所／e-労務株式会社�
� 代表取締役・会長・特定社労士）

【参加費】　無料
【対　象】　会員、会員医療機関職員

Zoomセミナー

医療機関の窮状を訴える医療機関の窮状を訴える
道内選出国会議員にアンケート結果送付道内選出国会議員にアンケート結果送付

北
海
道
保
険
医
会

TEL
（
０
１
１
）

２
３
１
︲
６
２
８
１

テーマは問いません。随筆（暮らし
の中での思い、旅行記、趣味紹介、
ユニークな視点等）をお寄せくださ
い。写真も募集しますので、奮って
ご応募ください。

新年特集号新年特集号　原稿募集中！　原稿募集中！
創立70周年記念号
字　数 
600 〜 800 字
締切日 
11月16日（月）必着 北海道保険医会  広報部

〒060-0042
札幌市中央区大通西６丁目６
� 北海道医師会館３階

作品は、こちらまで

TEL   011-231-6281
FAX   011-231-6283
E-mail   info@h-hokenikai.com

「「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ

み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ！！
患
者
負
担
増
署
名

患
者
負
担
増
署
名
」」

にに
ご
協
力
を

ご
協
力
を！！

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com
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ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

理
事
会
だ
よ
り

太
田　

秀
穂
先
生

８
月
31
日
ご
逝
去（
83
歳
）

牧
野　

正
直
先
生

９
月
12
日
ご
逝
去（
84
歳
）

道
見　

隆
幸
先
生

９
月
21
日
ご
逝
去（
68
歳
）

藤
田
伊
久
雄
先
生

９
月
28
日
ご
逝
去（
86
歳
）

■
第
６
回
理
事
会

日
時　

９
月
29
日（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室

協
議
事
項

①�

10
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た

ち
の
医
療
２
０
２
０
」の
実

施
及
び
「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
署

名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

③�
「
す
べ
て
の
医
科
・
歯
科

医
療
機
関
に
対
す
る
」
創

立
70
周
年
記
念
事
業
の
企

画
に
つ
い
て

④�

２
０
２
１
年
度
代
議
員
選

挙
の
選
出
定
数
に
つ
い
て

⑤�

団
体
定
期
保
険
の
受
託
生

保
会
社
シ
ェ
ア
配
分
に
つ

い
て

⑥�

保
団
連
「
第
１
回
代
議
員

会
」の
開
催
方
法
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

　今回の診療報酬改定により、導入初期加算の要件見直し、「バイオ後続品導
入初期加算」が新設されるなどの変更が行われました。変更点の概要を解説い
たしますので、「在宅医療点数の手引」などの書籍とあわせてご確認ください。

	 �　アドレナリン製剤（エピペン）の導入前の外来での指導要件に変更が
あったか。

	� 　導入前の２回の指導は不要とされ、初回の指導で算定できることとさ
れた。

	 �　在宅自己注射指導管理を算定している患者へ外来受診時に実施した皮
内、皮下及び筋肉注射、静脈内注射、薬剤料について取扱いの変更はあ
るか。

	 �　緊急に受診した場合は、在宅自己注射指導管理にかかわるものであっ
ても別に算定できることとされた。算定する場合は、レセプトに緊急時
の受診である旨とその年月日を記載する。

＜導入初期加算＞
	 �　導入初期加算を算定した患者であっても、院内処方に変更があった場

合は、さらに１回に限り算定することができるか。

	 �　処方内容に変更があった場合に算定できる取扱いについて、別表第９
に掲げる注射薬の製剤名に変更があった場合に算定できることとなっ
た。また、過去一年以内に処方されたことがある注射薬（別表第９）に
変更した場合は算定できない。

　　　例１）ランタスからトレシーバに変更した場合
　　　　　　　→インスリン製剤の中での変更のため算定できない
　　　例２）ランタスからトルリシティに変更した場合
　　　　　　　→�インスリン製剤からグルカゴン様ペプチド−１受容体アゴニ

ストへの変更のため、算定できる

＜バイオ後発品導入初期加算＞
	 �　新設された「バイオ後続品導入初期加算」は、どのような場合に算定

できるのか。

	� 　バイオ後続医薬品の有効性や安全性の説明を行い処方した場合に、初
回処方月から３月を限度に月１回所定点数に加算する。

	 �　バイオ後続品とはどのようなものか。

	� 　バイオ後続品とは、先発品と同一ではないが、同等・同質の品質、安
全性、有効性が証明・承認されたバイオ医薬品を指し、販売名にBSと
の表記や一般名の末尾に「後続１」「後続２」「後続３」との記載がある。

　　　例）�一般名「インスリン　グラルギン（遺伝子組換え）［インスリン　
グラルギン後続１］」

　　　　　（販売名「インスリン　グラルギンBS注カート「リリー」）

	 �　バイオ後続品導入初期加算と「導入初期加算」は同一月に算定できるか。

	 �　併算定できる。

	 �　バイオ後続品導入初期加算を算定している患者が医療機関を変更した
場合はどのように扱うのか。

	� 　変更前の医療機関から通算して取扱う。

＜血糖自己測定器加算＞
	 �　新設された「７　間歇スキャン式持続血糖測定器によるもの」とはど

のような場合に算定できるのか。

	� 　次の①又は②の患者に対し、フラッシュグルコースモニタリングシス
テムを使用した場合に、３カ月に３回算定できる

	 ①強化インスリン療法施行中の患者
	 ②�強化インスリン療法を行った後に混合型インスリン製剤を１日２回以

上自己注射している患者

	 �　フラッシュグルコースモニタリングシステムとそれ以外のものを使用
した場合、「７　間歇スキャン式持続血糖測定器によるもの」とは別に、
「１　月20回以上」等の血糖測定器加算の点数を算定できるか。

	� 　「７　間歇スキャン式持続血糖測定器によるもの」に、含まれるため
算定できない。

	 �　「７　間歇スキャン式持続血糖測定器によるもの」について、指導す
る医師に要件はあるか。

	� 　糖尿病の専門の知識及び５年以上の経験を有する常勤医師又はその医
師の指導の下で治療を実施する医師が、当該システムを使用して血糖管
理を行った場合に算定できる。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
に
三
密

を
避
け
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス（
社
会
距
離
）を
保

っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
、今
の

子
供
た
ち
の
成
長
発
達
に
影

響
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス（social distance

）」

と
は
、
社
会
的
距
離
と
日
本

語
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

来
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
と
い
う

言
葉
は
「
人
間
関
係
」
を
意

味
し
、「
対
人
距
離
」
と
訳
す

方
が
適
切
で
す
。
人
が
対
面

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
時
、
同
じ
空
間
を
共
有
し

て
い
ま
す
が
、
相
手
に
よ
っ

て
距
離
が
違
い
ま
す
。
こ
の

「
対
人
距
離
」
と
い
う
概
念

は
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類

学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

（Edward T Hall, 

１
９

１
４
～
２
０
０
９
）
が
、
人

と
人
と
の
距
離
の
取
り
方
の

研
究
「
近
接
空
間
学

（proxem
ics

：
プ
ロ
ク
セ

ミ
ク
ス
）」と
い
う
分
野
で
体

系
化
し
ま
し
た
。ホ
ー
ル
は
、

人
間
を
含
め
た
動
物
は
「
な

わ
ば
り
」
を
持
つ
存
在
で
あ

る
と
考
え
、
相
手
と
の
距
離

は
、
お
互
い
の
関
係
、
認
知
、

感
情
、
行
動
な
ど
に
よ
っ
て

適
切
に
と
ら
れ
て
い
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
１

９
６
６
年
に
「
縄
張
り
の
ゾ

ー
ン
」
と
も
い
う
次
の
４
種

類
の
個
人
空
間
を
想
定
し
ま

し
た
。

①
「
親
密
距
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」（
15
〜
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㎝
）：

夫
婦
や
親
子
が
手
を
取
り
合

う
距
離
帯
。

②「
個
体
距
離　

personal 
distance

」（
45
㎝
～
１
２

０
㎝
）：
道
端
で
出
会
っ
た
友

だ
ち
と
親
し
く
会
話
す
る
距

離
帯
。

③
「
社
会
距
離　

social 

distance

」（
１
２
０
㎝
～

３
５
０
㎝
）：
簡
単
に
相
手
に

手
が
届
か
な
い
距
離
帯
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
距
離
帯
。

④
「
公
衆
距
離　

public 
distance

」（
３
５
０
㎝
以

上
）：
街
頭
演
説
す
る
人
と
聴

衆
、コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の
演

奏
者
と
観
客
と
の
距
離
帯
。

　

今
、
ど
の
学
校
も
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
っ

て
い
ま
す
。
未
だ
収
束
の
気

配
す
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
拡
大
予
防
策
が
、
子

供
た
ち
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関
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や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
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今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を
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ぼ
す
の
か
を
非
常
に
危
惧
し

て
い
ま
す
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団　体　名 電話番号 【FAX 番号】 〒 所　在　地

北海道保険医会 011-231-6281【231-6283】 060-0042 札幌市中央区大通西6-6　北海道医師会館3F

青森県保険医協会 017-722-5483【774-1326】 030-0823 青森市橋本3-15-5　青森県保険医会館内
岩手県保険医協会 019-651-7341【651-7374】 020-0034 盛岡市盛岡駅前通り15-19　盛岡富国生命ビル8F
宮城県保険医協会 022-265-1667【265-0576】 980-0014 仙台市青葉区本町2-1-29仙台本町ホンマビル4F
秋田県保険医協会 018-832-1651【833-6880】 010-0001 秋田市中通2-2-21　秋田ﾌｺｸ生命ビル2F
山形県保険医協会 023-642-2838【642-2839】 990-0043 山形市本町2-1-2　富国生命ビル2F
福島県保険医協会 024-531-1151【531-1153】 960-8252 福島市御山字中屋敷96番地　福島県保険医会館

茨城県保険医協会 029-823-7930【822-1341】 300-0038 土浦市大町12-31
栃木県保険医協会 028-622-0083【627-0648】 320-0017 宇都宮市戸祭台29-17　
群馬県保険医協会 027-220-1125【220-1126】 371-0023 前橋市本町2-15-10　前橋フコク生命ビル8F
埼玉県保険医協会 048-824-7130【824-7547】 330-0074 さいたま市浦和区北浦和4-2-2　アンリツビル5F
千葉県保険医協会 043-248-1617【245-1777】 260-0031 千葉市中央区新千葉2-7-2　大宗センタービル4F
東京保険医協会 03-5339-3601【5339-3449】 160-0023 新宿区西新宿3-2-7　KDX新宿ビル4F
〃 三多摩分室 042-325-1351【325-1802】 185-0021 国分寺市南町3-25-9　カメダビル4F

東京歯科保険医協会 03-3205-2999【3209-9918】 169-0075 新宿区高田馬場1-29-8　いちご高田馬場ビル6F
神奈川県保険医協会 045-313-2111【313-2113】 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2　TSプラザビル2F
山梨県保険医協会 055-227-5434【227-5435】 400-0862 甲府市朝気1-3 ｰ 26

新潟県保険医会 025-241-8625【241-4959】 950-0865 新潟市中央区本馬越2-17-5
富山県保険医協会 076-442-8000【442-3033】 930-0004 富山市桜橋通り6-13　フコクビル11F
石川県保険医協会 076-222-5373【231-5156】 920-0902 金沢市尾張町2-8-23　太陽生命金沢ビル8F
福井県保険医協会 0776-21-1660【21-1649】 910-0038 福井市三ツ屋2-704-1　
長野県保険医協会 026-226-0086【226-8698】 380-0928 長野市若里1-5-26　長野県保険医会館

岐阜県保険医協会 058-267-0711【267-0712】 500-8844 岐阜市吉野町6-14　大樹生命岐阜駅前ビル6F
静岡県保険医協会 054-281-6845【281-7473】 422-8067 静岡市駿河区南町18-1　サウスポット静岡8F
愛知県保険医協会 052-832-1345【834-3512】 466-8655 名古屋市昭和区妙見町19-2　愛知県保険医会館内
三重県保険医協会 059-225-1071【225-1088】 514-0062 津市観音寺町429-13　

滋賀県保険医協会 077-522-1152【525-3093】 520-0047 大津市浜大津2-1-36　大津フコク生命ビル8F
京都府保険医協会 075-212-8877【212-0707】 604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637 

インターワンプレイス烏丸6F
京都府歯科保険医協会 075-746-7680【746-4711】 604-8106 京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町670番地1 

吉岡御池ビル2F
大阪府保険医協会 06-6568-7721【6568-2389】 556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-33　大阪府保険医会館内1F
大阪府歯科保険医協会 06-6568-7731【6568-0564】 556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-33　大阪府保険医会館内3F
兵庫県保険医協会 078-393-1801【393-1802】 650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31　神戸フコク生命海岸通ビル5F
奈良県保険医協会 0742-33-2553【34-9644】 630-8013 奈良市三条大路2-1-10
和歌山県保険医協会 073-436-3766【436-4827】 640-8157 和歌山市八番丁11番地　日本生命和歌山八番丁ビル8F

鳥取県保険医協会 0859-24-3063【24-3066】 683-0853 米子市両三柳877-1　鳥取県保険医会館
島根県保険医協会 0852-25-6250【27-5724】 690-0044 松江市浜乃木4-4-1　久谷ビル1F
岡山県保険医協会 086-277-3307【277-3371】 703-8266 岡山市中区湊487-1　
広島県保険医協会 082-262-5424【262-5427】 732-0825 広島市南区金屋町2-15KDX広島ビル4F
山口県保険医協会 083-973-9630【974-5900】 754-0026 山口市小郡栄町1-2　山口県保険医会館内

徳島県保険医協会 088-626-1221【623-6754】 770-0847 徳島市幸町1-44　徳島フコク生命ビル5F
香川県保険医協会 087-802-1335【802-1336】 760-0057 高松市旅篭町14-8　ボヌール旅篭1F
愛媛県保険医協会 089-989-2511【989-2711】 790-0003 松山市三番町4丁目7-7　愛媛汽船松山ビル3F
高知保険医協会 088-832-5231【832-5229】 780-8035 高知市河ノ瀬町41-1　AQUSHビル4F

福岡県保険医協会 092-451-9025【451-6642】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ビル8F
福岡県歯科保険医協会 092-473-5646【473-7182】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ビル8F
佐賀県保険医協会 0952-29-1933【23-5218】 840-0801 佐賀市駅前中央1-9-45　大樹生命佐賀駅前ビル4F
長崎県保険医協会 095-825-3829【825-3893】 850-0056 長崎市恵美須町2-3　フコク生命ビル2F
熊本県保険医協会 096-385-3330【385-6448】 862-0950 熊本市中央区水前寺6-50-25　中島ビル4F
大分県保険医協会 097-568-0066【568-1570】 870-0951 大分市大字下郡1602-1　大分県保険医会館1F
宮崎県保険医協会 0985-29-9516【29-1256】 880-0056 宮崎市神宮東3-4-21　山本コーポ1F
鹿児島県保険医協会 099-254-8662【254-8667】 890-0056 鹿児島市下荒田3-44-18　のせビル3F
沖縄県保険医協会 098-832-7813【832-4482】 902-0078 那覇市字識名1195-1　大城産業ビル1F　106号

全国保険医団体連合会 03-3375-5121【3375-1862】 151-0053 渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館内
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複雑な「在宅医療」点数をわかりやすく解説 ！

　 診療報酬と介護報酬 　
　本書は、難解な在宅医療点数の算定方法を、大変
わかりやすく解説しており、請求誤りや請求漏れを
防ぐためにご活用いただける内容となっております。
　豊富な請求事例とＱ＆Ａを掲載し、初めて在宅医
療に取り組む方のために、算定イメージや具体的な
請求事例に加え、在宅医療と介護報酬を併せて請求
する場合のレセプト事例も紹介しています。
　各地域の在宅医療の最前線でご活躍されている、
或いはこれから在宅医療に取り組まれる医療機関の
先生は、ぜひご精読いただきたい１冊です。

2020 年度 改定版
在宅医療点数の手引

医 科

会員
価格 �3,500 円　　 　（ ）税込、

送料別

■ ■ ライフプラン講座のご案内ライフプラン講座のご案内

～年金の仕組みと老後資金作り～～年金の仕組みと老後資金作り～

［日 時］［日 時］　　1111月 月 2121日（土）　日（土）　16：00～18：0016：00～18：00
［会 場］［会 場］　�札幌市教育文化会館４F　講堂�　�札幌市教育文化会館４F　講堂�

　 （札幌市中央区北1条西13丁目）　 （札幌市中央区北1条西13丁目）

［講 師］［講 師］　須 藤 　臣　須 藤 　臣 氏（ファイナンシャルプランナー） 氏（ファイナンシャルプランナー）

［対 象］［対 象］　�会員およびそのご家族（定員50名・先着順）�　�会員およびそのご家族（定員50名・先着順）�
　※参加費無料。事前予約が必要です。　※参加費無料。事前予約が必要です。

お申込み・お問合せは ０１１-２３１-６２８１

在 宅 自 己 注 射


